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に，本法では可能であることを意味する．

　2）　抽出川アルコールで抽出したT4溶液の0．3m1使

用と0．2m1使用の場合には非常によい相関関係がえら

れたので，　甲状腺機能元進症を疑う例では，0．3mlを

0．2mlに減じ，後に1．5倍すると27μ9％まで測定範囲

を拡げることができる，

　その他インキュベーション時間，温度とレゾマットT，

値の関係，ボルテックスミキサー混合時間の差による影

響等について検討した．

　臨床成績

　正常者25例，甲状腺機能元進症20例，甲状腺機能低下

症10例，妊娠3例，ネフロー一ゼ3例についてレゾマット

T4値を求めた．

　従来の諸種甲状腺機能検査に比し，特に正常者と甲状

腺機能低下症との問に成績の重なりが少なく，優iれた甲

状腺検査法と考えられた．

　T7　valueはT3×T4（μS／mg）／100よりえられ，　free

thyroxin　indexに匹敵するといわれている．　われわれ

T3は値にトリオソルブ値，　T，値にレゾマットT4値

をとりT7　valueを求めたところ，　T4　valueはトリオ

ソルブ値，レゾマットT4値単独よりも，より臨床像に

一致した．また特に妊娠などの場合にT7　valueは有用

であろう．レゾマットT4法は，テトラソルブ法と原理

はほとんど同一であるが，より簡便な方法で，日常検査

として甲状腺機能疾患の診断に充分利用できると考えら

れた，

128．　12sl・T4　Resin　Strip　Uptake（Res－O－Mat
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　血清甲状腺ホルモンの測定は，甲状腺機能測定法の中

でもすぐれたものの1つである．　12sl－T4　resin　strip

uptakeはcompetitive　protein　binding　anlysisを利用

した検査の1つであるが，本法は現在一般に用いられて

いるResin　sponge　uptake法と異なり，　Resin　stripを

用いるため洗條の必要がなく，室温で行ないえ，またエ

タノール抽出後の乾燥の操作を必要としない．などの簡

便さを有する点が特徴となっている．

　われわれは，今回Res－O－Mat　T－4　kitを試用する機

会をえたので，2，3の検討を試みたので報告する．

　〔方法〕操作打技は略す．インキュベーション湿度変

化による値の変動，インキュベーション時間による変動

を中心としての基礎的考察および正常者，各種甲状腺疾

患患者の血中サイロキシン値について述べた．

〔成績〕抽出係数は低温で0．825，室温でO．　795であった．

血清を加えてからResin　stripを入れる迄の時間による

変動は直後，5分，10分後のいつれの間にも全く差を認

めなかった．rotating　incubation　timeによる変動では

30分後にHyperとEu．との間に明らかな差異を示した

が，Hypo．とEu．の問にはほとんど差を生ぜず，60分，

90分，120分と時間経過に従い，　三者間の区別は劃然し

うるようになる．　しかしこの間のHypo．の動きはかな

り変動があるように思われる，低温の場合，Resin　strip

への取り込みは著しく減じ，従ってprecount／postcount

ratioも著しく低値をとるため，正確なT4の定量は期

し難いように思われる．

　以上の2，3の検討を基礎として，正常者および各種

甲状腺疾患患者のlfrt中T4測定成績を示した，
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　〔目的〕血清巾のThyroxineの大部分はThyroxine

Binding　Globulin（TB．G．）と結合している．そのthy－

roxineの量を測定する方法として従来はAbbott社で

開発されたResin　spongeを使用するTetrasorb－125

ki‡が用いられていた．ところが最近Mallinckrodt社

から手技の簡単なResin　stripを用いたところのRes－

0－Mat　T4　kitが紹介された．われわれはRes－O－Mat

T4　kitを用いて各種甲状腺疾患に用い，かつ同時にTe－

trasorb法およびTriosorb法を行ない，各法との相関

および臨床的価値について検討したので報告する．

　〔方法〕　被検者は川崎市立病院と富士重工太田総合病

院を訪れたものの中の200名である．しかし13ilによる

治療および甲状腺剤を投与されたものを除外した．また

本法の測定には室温を常に25°Cに保って行った．　T4

の正常値は木下らによる5，5mg／dlから15mg／d1とした．

　〔結果〕　①　Res－O－Mat　T，値と甲状腺1311摂取率

24時間値との関係では，前者が正常値と出ても後者が低

下および充進と出たものはそれぞれ約2％および1％で
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一 般演題：Xly．

あったが，後者が正常値と出ても前者が低下および九進

と出たものは，それぞれ約3．5％および0％であった．

また前者が低下と出たもので後者が充進と出たものが1

％であった．他は両社は互によく相関した．②同様な

条件でRes－O－Mat　T，値とTriosorb値との関係では，

Res－O－Mat　T，値が正常値の時にはそれぞれ約6％お

よび7％であり，Triosorb値が正常値の時にはそれぞ

れ約8％および1％であり，その他は両者ともよく相関

した．③Res－0－Mat　T，値とTriosorb値との関係で

はRes－O－Mat値が低い値にかたむき，　Tetrasorb値は

高い値にかたむく傾向が認められた．　④Res－0－Mat

T4値と基礎代謝値との関係では，　Res－O－Mat　T4が低

下と出ても後者が正常または冗進せるものが約20％あっ

た．

130．Radiostereoassayによるthyroxine測定法の

　　　比較
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　Radiostereoassayによる血中thyroxine（T，）測定は，

すぐれた検査法として一般化しつつあるが，T4抽出法

およびTBP結合，未結合T，の分離法には種々な方法

が用いられ，なお一定していない．そこでわれわれは，

アルカリ抽出とSephadex　G　25による分離を用いた

12sl－T4　column　test（Ames社）アルコール抽出とresin

spongeを用いたTetrasorb－125（Dainabot社）および

アルコール抽出とresn　stripを用いたRes－0－Mat　T4

test（Mallinckrodt一第1－RI社）の3方法につき，それ

ぞれ検査法としての基礎的検討を考えると共に比較を行

なった．

　〔1〕　1251－T4　colur【m　test：　T4抽出一column吸着と，

競合反応・溶出の両段階を6°Cおよび23°Cで検討し

た結果，前者は温度に余り左右されないが，後者は低温

度でretention％が高くなる成績をえた．そこで両段階

を同一温度で行なったところ，15－37°Cの範囲では血巾

T，1値はほぼ一致した．同一検体を同時に測定した場合

の変動は，4％，assay　dateが異なる場合の変動係数は，

5％，正常範囲でのduplicateの標準偏差は0．24μ9／d1

であった．本法は非常に簡便で，えた血中T仁1値は，

健常人（26例）3．2－6．7／zg∫dl，甲状腺機能元進症（6例）

7．5－14．8μ9／dl，低’ド症（6例）1．6－3．6μ9／d1であり，

T， 287

またPBIとも良好な相関関係がみられた．

　〔H〕Tetrasorb－125：　添加T4の回収率は99．7％

であり，同一検体を異なるassayで2回測定した時の差

はT，1にして，0．12．0μg／dl，正常範囲でのduplicate

の標準偏差はO．　9μ9／dlであった．本法による血中T41

値は，健常人（41例）2．5－9．　411g／dl，甲状腺機能元進症

（15例）8．8－20．6Ptg／dl，低下症（8例）O－1．　1119／d1で

あった．

　〔皿〕Res－0－Mat　T4　test二　本法はアルエール抽出

後，乾澗することなく12sl－T，－TBP液に添加し，　resin

stripを用いて分離するもので，　従来の甲状腺機能検査

とほぼ平行する成績をえた．

　以上3方法を，信頼度と難易度から比較検討した．

131．Res－0・Mat　T4　kitの検査条件について
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　日的：　本検査法の測定条件について　1）1251－T4

incubation　vialsの放射能分布　2）incubation　timeと

3）temperatureの影響4）抽出用alcoho1の影響　5）

標準1山線の勾配の影響　6）同一患者血清におけるT4値

のバラツキ　7）Rotatorの回転速差による影響　8）T4

値が18μ9％以上である場合のT4値の求め方　9）T4

値の正常値，甲状腺機能冗進値および低下値　10）Tri－

osorb　test，　Tetrasorb　testとの比較などに検討を加え，

本法がin　vitroの甲状腺機能検査法1のつとして臨床

的価値を有するかどうかを調べた，

　方法：　東芝製ウェル型シンチレーションカウンター

にて測定し，kitは検定日から1ヵ月以内に使用した．

また患者血清は冷蔵庫保存にて採血後1週間以内のもの

を用いた．

　結果：　1）それぞれkitでの平均値を100とした場合，

各vialの放射能のほとんど（84％）98～102がの範囲
にあり，その平均値は99・8で漂準偏差（　Σd2γN－1）は

±1．8であり，各via1の放射能が均一である結果をえ

た．　2）20°Cの温度にて正常者，機能元進症および低

下症を区別しえるのはincubationして60分後からであ

り，時間を長く取るほど充進症のT4値はより高値を示

すように思われた．　3）正常者，元進症，低下症のT4

値は共に高温で行なった方が低温のに較べ高値を示し，

経時的に求めた曲線の勾配もより急傾斜をなした．　4）

抽出用alcoho1をvia1に加えない場合と，0．1ml，0．3m1
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